
鴨川河川整備計画（案）について

第 5 回鴨川府民会議で報告した鴨川河川整備計画(案)について、下記のとおり、

府民会議メンバーからの意見を踏まえ、最終（案）をとりまとめ、国土交通大臣

認可を得るべく手続きを行っておりますので報告します。

記

▼ 府民会議メンバーの意見について

○期 間 平成 21 年 3 月 5 日から 3 月 12 日まで

○提出意見数 ２０件

（意見のあった事項）

・河川環境の現状と課題に関する意見 ６件

・河川利用の拡大（公共空間整備）に関する意見 ３件

・河川整備計画の目標に関する意見 ３件

・河川整備の実施に関する意見 ３件

・中州・寄州の管理に関する意見 ３件

・鴨川の概要に関する意見 １件

・情報発信に関する意見 １件

▼ 意見に対する対応

○実態等の記述が不十分であるとの意見については、計画案に反映させた。

○河川利用の拡大や中州等の管理などに関する意見については、引き続き、府

民会議等で議論いただき、実施内容の具体化を検討していく中で、意見を反

映させていくこととした。

○質問については、府の考え方を意見提出者に説明を行った。

※個別意見の対応状況は別添表参照願います。
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○（参考）府民会議と整備計画との検討の流れ

鴨川下流域における現地調査 課題認識

（H20.6.28）

第３回府民会議（H20.8.29） 課題整理

治水の基本的考え方

鴨川上中流域における現地調査 課題認識

（H20.9.27）

第４回府民会議（H20.11.28） 中州・寄州管理

第５回府民会議（H21.3.5） 河川整備計画(案)の報告

課題認識

基本的

考え方
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鴨
川

河
川

整
備

計
画

（
案

）
に

対
す

る
府

民
会

議
メ

ン
バ

ー
意

見
及

び
京

都
府

の
考

え
方

（
1
ペ

ー
ジ

）

分
類

意
見

の
概

要
意

見
（

趣
旨

）
京

都
府

の
考

え
方

(
案

)

1
1
 
河

川
環

境
の

現
状

と
改

題

下
水

道
の

課
題

Ｐ
８

．
２

．
３

．
１

　
上

流
域

の
下

水
道

は
未

整
備

で
生

活
雑

排
水

等
問

題
が

残
さ

れ
る

。

【
修

文
案

】
　

ま
た

、
中

流
部

の
市

街
地

で
は

下
水

道
整

備
は

概
ね

完
了

し
て

い
る

が
、

上
流

域
で

は
水

洗
化

施
設

が
未

整
備

な
と

こ
ろ

も
あ

り
、

生
活

雑
排

水
の

流
入

な
ど

の
問

題
が

残
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

市
街

地
中

心
部

は
合

流
式

下
水

道
に

よ
る

処
理

方
式

と
な

っ
て

お
り

、
降

雨
の

初
期

に
は

下
水

管
内

に
た

ま
っ

て
い

た
汚

濁
物

が
雨

水
と

と
も

に
鴨

川
に

放
流

さ
れ

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
。

2
1
 
河

川
環

境
の

現
状

と
改

題

上
流

域
の

課
題

Ｐ
８

．
２

．
３

．
２

　
川

沿
い

に
廃

棄
物

処
理

場
、

林
道

の
増

設
や

鹿
の

食
害

等
で

土
砂

の
流

出
が

増
大

　
　

　
　

　
　

　
　

　
し

て
お

り
河

床
に

大
き

な
変

化
が

生
じ

て
い

る
。

（
鮎

な
ど

に
直

接
影

響
）

【
修

文
案

】
　

上
流

部
は

、
中

国
産

の
混

在
問

題
は

あ
る

も
の

の
オ

オ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

の
生

育
も

確
認

さ
れ

る
な

ど
、

豊
か

な
自

然
が

保
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

う
か

が
え

る
。

一
方

で
、

川
沿

い
に

資
材

置
き

場
や

廃
棄

物
処

理
場
等

が
点

在
し

、
ま

た
、

鹿
の

食
害

に
よ

る
森

の
荒

廃
な

ど
に

よ
り
鴨

川
へ

の
土

砂
流

出
な

ど
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

。

3
1
 
河

川
環

境
の

現
状

と
改

題

上
流

域
の

課
題

Ｐ
８

．
２

．
３

．
１

　
　

　
雲

ヶ
畑

地
域

に
存

在
す

る
複

数
の

廃
棄

物
処

理
場

に
つ

い
て

、
鴨

川
を

美
し

く
す

る
会

や
、
志

明
院

住
職

に
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

よ
っ

て
現

地
の

水
質

調
査

が
実

施
さ

れ
手

い
る

は
ず

。
鴨

川
の

水
質

問
題

を
考

え
る

と
き

、
避

け
て

は
通

れ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

な
い

問
題

と
思

わ
れ

る
が

、
今

回
の

計
画

案
「

水
質

」
の

と
こ

ろ
で

全
く

ふ
れ

ら
れ

て
い
な

い
こ

と
を

疑
問

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
に

感
じ

る
。

（
再

説
明

）
　

河
川

管
理

者
と

し
て

把
握

し
て

い
る

デ
ー

タ
を

記
載

し
て

い
る

。
上

流
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

他
の

意
見

も
踏

ま
え

修
文

を
行

っ
た

。

4
1
 
河

川
環

境
の

現
状

と
改

題
自

然
環

境

Ｐ
８

．
２

．
３

．
２

　
　

　
中

下
流

部
は

、
植

物
1
5
0
種

、
魚

類
2
7
種

が
観

察
さ

れ
、

鳥
類

に
つ

い
て

は
、

生
態

系
に

配
慮
し

、
中

州
が

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
残

さ
れ

て
い

る
。

僅
か

な
草

の
刈

り
残

し
は

野
鳥

に
と

っ
て

は
冬

鳥
、

夏
鳥

な
ど

、
そ

れ
ぞ
れ

季
節

ご
と

に
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

訪
れ

る
渡

り
鳥

の
大

切
な

餌
場

、
休

息
の

場
、

重
要

な
ね

ぐ
ら

と
な

っ
て

い
る

。
従

っ
て

市
街

地
に

も
関

わ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ら
ず

年
間

を
通

じ
て

約
１

０
０

種
近

い
観

察
記

録
が

残
さ

れ
、

京
都

に
お

け
る

冬
の

風
物

詩
と

な
っ

て
い

る
。

（
再

説
明

）
　

河
川

管
理

者
と

し
て

、
把

握
し

て
い

る
デ

ー
タ

を
記

載
し

て
い

る
。

引
き

続
き

調
査

を
継

続
す

る
中

で
、

調
査

方
法

も
含

め
検

討
し

て
い

く
。

5
1
 
河

川
環

境
の

現
状

と
改

題

景
観

と
環

境
Ｐ

８
．

２
．

３
．

３
　

　
　

鴨
川

の
整

備
や

管
理

に
あ

た
っ

て
は

、
廻

り
の

環
境

を
考

慮
す

る
と

と
も

に
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

景
観

に
配

慮
し

・
・

・

【
修

文
案

】
　

（
削

除
：

鴨
川

の
整

備
や

管
理

に
あ

た
っ

て
は

景
観

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

）
鴨

川
の

周
辺

に
つ

い
て

は
、

府
市

協
調

の
も

と
に

景
観

施
策

の
拡

充
に

向
け

た
検

討
を

進
め

、
調

和
の

と
れ

た
望

ま
し

い
景

観
形

成
に

向
け

、
景

観
行

政
を

担
う

京
都

市
と

の
連

携
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

Ｐ
１

９
．

４
．

４
．

２
で

自
然

環
境

に
配

慮
し

た
河

川
工

事
や

維
持

管
理

を
記

載
し

て
い

る
た

め
。

6
1
 
河

川
環

境
の

現
状

と
改

題

整
備

、
利

用
の

課
題

Ｐ
９

　
　

　
　

　
　

　
人

為
的

、
人

工
的

な
場

所
が

多
く

、
特

定
の

人
々

の
憩

い
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

具
体

化
の

中
で

検
討

）
　

都
市

公
園

と
し

て
指

定
、

年
間

に
3
0
0
万

人
を

越
え

る
利

用
が

あ
る

と
こ

ろ
。

　
快

適
な

利
用

に
向

け
た

公
共

空
間

整
備

の
具

体
化

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
そ

の
中

で
十

分
に

自
然

環
境

に
配

慮
し

て
い

き
た

い
。
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鴨
川

河
川

整
備

計
画

（
案

）
に

対
す

る
府

民
会

議
メ

ン
バ

ー
意

見
及

び
京

都
府

の
考

え
方

（
2
ペ

ー
ジ

）

分
類

意
見

の
概

要
意

見
（

趣
旨

）
京

都
府

の
考

え
方

(
案

)

7
2
 
河

川
利

用
の

拡
大

桜
並

木
の

整
備

等

　
桜

の
並

木
の

回
路

を
整

備
し

、
鴨

（
賀

茂
）

川
を

桜
の

公
園

に
す

る
事

が
京

都
府

鴨
川

会
議

で
提

案
さ

れ
て

い
ま

す
。
植

物
園

西
側

の
鴨

（
賀

茂
）

川
の

堤
防

上
の

半
木

の
路

の
し

だ
れ

桜
の

並
木

は
お

お
く

の
人

が
楽

し
ん

で
い

ま
す

。
そ

の
他

、
日

露
戦

争
戦

勝
記
念

の
師

団
桜

の
並

木
も

少
し

少
な

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

鴨
（

賀
茂

）
川

の
堤

防
上

に
桜

を
植

え
、

鴨
（

賀
茂

）
川

の
堤

防
上

に
途

切
れ

な
い
桜

並
木

を
実

現
し

、
鴨

（
賀

茂
）

川
を

桜
の

公
園

と
し

て
再

整
備

す
る

事
が

提
案

さ
れ

て
い

ま
す

。
是

非
鴨

（
賀

茂
）

川
の

全
域

で
桜

の
公

園
化
を

計
画

し
て

頂
き

た
い

。
　

又
堤

防
上

の
車

道
と

堤
防

の
間

に
歩

道
を

設
け

、
老

若
男

女
、

元
気

な
人

も
、

そ
う

で
な

い
弱

者
も

、
よ

り
多

く
の

、
色

々
な

人
が

、
鴨

（
賀

茂
）

川
と

そ
こ

に
咲

く
桜

の
風

情
を

安
心

し
て

、
ゆ

っ
く

り
楽

し
め

る
よ

う
に

し
て

頂
き

た
い

。
本

当
の

弱
者

へ
の

配
慮
を

き
め

細
か

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

具
体

化
の

中
で

検
討

）
 
 
下

流
域

の
公

共
空

間
整

備
の

中
で

、
「

安
ら

ぎ
や

憩
い

の
空

間
」

と
し

て
、

並
木

や
植

栽
、

小
径

な
ど

の
配

置
や

拠
点

施
設

の
基

本
的

な
構

想
は

、
幅

広
く

府
民

の
皆

様
の

意
見

を
お

聴
き

し
な

が
ら

検
討

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

頂
い

た
御

意
見

は
そ

の
一

つ
と

し
て

検
討

の
参

考
し

て
い

く
。

ま
た

、
幅

広
い

方
々

が
、

快
適

に
河

川
空

間
を

利
用

で
き

る
よ

う
安

全
面

に
つ

い
て

も
十

分
に

配
慮

し
て

い
き

た
い

。

8
2
 
河

川
利

用
の

拡
大

飛
び

石
の

整
備

等

　
「

鴨
（

賀
茂

）
川

を
渡

る
飛

び
石

（
の

橋
）

」
の

追
加

設
置

。
西

賀
茂

橋
等

の
鴨

（
賀

茂
）

川
の

上
流

域
に

も
「

鴨
（
賀

茂
）

川
を

渡
る

飛
び

石
（

の
橋

）
」

を
設

置
し

、
よ

り
鴨

（
賀

茂
）

川
に

近
く

で
、

川
の

流
れ

の
中

か
ら

も
見

ら
れ

る
よ

う
に

し
、

鴨
（

賀
茂
）

川
を

よ
り

身
近

な
も

の
に

感
じ

、
マ

イ
リ

バ
ー

と
し

て
よ

り
楽

し
め

る
川

に
し

て
頂

き
た

い
。

鴨
川

整
備

計
画

（
最

終
案

）
の

公
共

空
間

整
備

案
で

は
ジ

ョ
ギ

ン
グ

ロ
ー

ド
や

野
外

活
動

拠
点

の
整

備
等

の
ア

ウ
ト

ド
ア

運
動

公
園

化
に

重
点

が
置

か
れ

て
い

ま
す

が
、

ジ
ョ

ギ
ン

グ
ロ

ー
ド

や
野

外
活

動
拠

点
等

の
ア

ウ
ト

ド
ア

運
動

公
園

化
で

は
他

の
都

市
の

河
川

整
備

と
あ

ま
り

変
わ

ら
ず

、
山

紫
水

明
の

京
都

で
は

京
都

な
ら

で
は

の
も

っ
と

文
化

的
な

要
素

の
強

い
整

備
、

桜
の

公
園

化
、

桜
並

木
の

整
備

と
そ

の
楽

し
む

為
の

遊
歩

道
の

整
備

の
方

が
合

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。
ぜ

ひ
そ

う
す

べ
き

と
思

い
ま

す
。

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

具
体

化
の

中
で

検
討

）
　

鴨
川

の
飛

び
石

は
、

多
く

の
人

々
に

親
し

ま
れ

て
い

る
反

面
、

増
水

時
な

ど
の

危
険

性
も

内
在

し
て

い
ま

す
。

現
時

点
で

設
置

の
予

定
は

持
っ

て
い

ま
せ

ん
が

、
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

や
府

民
の

意
見

を
踏

ま
え

、
適

切
に

判
断

し
て

い
き

た
い

。
　

ま
た

、
整

備
計

画
に

お
け

る
公

共
空

間
整

備
は

、
府

民
の

健
康

増
進

に
寄

与
す

る
施

設
や

安
ら

ぎ
や

憩
い

を
感

じ
る

ア
メ

ニ
テ

ィ
施

設
な

ど
の

整
備

に
よ

り
鴨

川
下

流
域

の
河

川
利

用
の

拡
大

を
図

っ
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

る
。

文
化

的
な

要
素

も
含

め
て

整
備

内
容

の
検

討
を

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
、

御
意

見
に

あ
る

よ
う

な
運

動
公

園
化

で
は

な
い

。

9
2
 
河

川
利

用
の

拡
大

整
備

時
期

（
実

施
時

期
は

同
時

併
行

し
、

上
・

下
流

域
の

特
徴

を
生

か
す

）
　

鴨
川

の
平

均
的

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

は
必

要
で

、
整

備
の

遅
れ

て
い

る
下

流
域

へ
の

重
点

的
開

発
（

財
源

を
含

め
て

）
は

当
然
か

と
思

わ
れ

ま
す

。
い

わ
ば

、
下

流
域

の
基

礎
的

整
備

や
ア

メ
ニ

テ
ィ

・
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
活

用
へ

の
傾

斜
は

必
須

で
し

ょ
う

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
「

中
長

期
計

画
」

に
し

て
は

、
実

行
計

画
は

下
流

域
に

偏
重

し
て

い
る

よ
う

に
思

わ
れ

ま
す

。
　

「
日

本
一

の
鴨

川
の

創
造

」
の

た
め

に
は

、
多

少
知

ら
れ

て
き

た
上

流
域

に
お

け
る

、
自

然
と

人
工

の
融

合
し

た
景

観
や

環
境

面
の

更
な

る
対

策
が

早
急

に
必

要
で

あ
り

、
府

市
民

に
親

し
ま

れ
て

い
る

現
状

を
、

さ
ら

に
深

化
し

他
流

域
あ

る
い

は
他

地
方

に
も

連
鎖

的
に

好
影

響
を

及
ぼ

す
い

わ
ば

責
務

が
あ

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

（
例

え
ば

、
小

京
都

と
の

連
携

）
　

「
山

紫
水

明
」

の
テ

ー
マ

の
発

信
は

、
上

流
域

の
更

な
る

開
発

か
ら

と
思

わ
れ

ま
す

。
　

上
流

域
対

策
の

具
体

例
と

し
て

は
、

眺
望

へ
の

対
策

（
中

長
期

的
に

、
生

態
系

も
含

め
て

三
山

と
鴨

川
と

の
融

合
景
観

創
生

）
、

流
域

建
築

物
と

の
調

和
、

並
木

の
計

画
的

保
全

育
成

、
植

栽
の

計
画

的
対

策
（

現
在

、
余

り
に

も
乱

雑
と

思
わ

れ
る

）
新

し
い

並
木

や
樹

木
ブ

ロ
ッ

ク
の

育
成

（
サ

ク
ラ

ゾ
ー

ン
の

配
置

）
、

加
茂

街
道

の
交

通
量

緩
和

策
（

公
害

対
策

）
、

な
ど

が
あ

げ
ら

れ
ま

し
よ

う
。

　
前

提
は

、
過

度
な

人
工

化
を

避
け

る
こ

と
で

す
。

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

具
体

化
の

中
で

検
討

）
　

鴨
川

に
お

け
る

自
然

環
境

等
の

あ
る

べ
き

姿
の

構
築

の
中

で
、

議
論

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
る

。

1
0
3
 
河

川
整

備
計

画
の

目
標

基
本

理
念

Ｐ
１

１
．

３
．

１
　

　
Ⅲ

　
親

し
ま

れ
、

や
す

ら
ぎ

の
鴨

川

【
修

文
案

】
　

平
安

遷
都

以
来

、
京

都
の

ま
ち

と
人

々
の

暮
ら

し
に

密
接

に
関

わ
り

続
け

、
豊

か
な

自
然

や
優

れ
た

文
化

を
育

ん
で

き
た

な
ど

鴨
川

固
有

の
魅

力
を

社
会

全
体

で
共

有
し

、
よ

り
多

く
の

人
々

か
ら

親
し

ま
れ

、
や

す
ら

ぎ
を

与
え

る
川

と
し

て
育

ん
で

い
く

。
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鴨
川

河
川

整
備

計
画

（
案

）
に

対
す

る
府

民
会

議
メ

ン
バ

ー
意

見
及

び
京

都
府

の
考

え
方

（
3
ペ

ー
ジ

）

分
類

意
見

の
概

要
意

見
（

趣
旨

）
京

都
府

の
考

え
方

(
案

)

1
1
3
 
河

川
整

備
計

画
の

目
標

計
画

流
量

Ｐ
１

２
．

４
．

１
．

３
　

　
３

０
年

に
1
回

の
最

大
流

量
が

ど
う

し
て

１
０

０
０

ト
ン

な
の

か
根

拠
を

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
示

さ
れ

る
べ

き
。

（
再

説
明

）
　

河
川

整
備

計
画

と
し

て
、

全
国

的
に

記
載

し
て

い
な

い
。

　
S
2
7
～

H
1
6
ま

で
の

5
3
年

間
の

降
雨

デ
ー

タ
か

ら
統

計
処

理
し

て
1
/
3
0
規

模
の

降
雨

を
設

定
、

3
2
の

主
要

洪
水

を
1
/
3
0
規

模
に

引
き

伸
ば

し
て

等
価

粗
度

法
に

よ
り

流
量

を
算

出
し

、
そ

の
中

で
も

っ
と

も
大

き
い

値
が

1
0
0
0
m
3
/
s
。

1
2
3
 
河

川
整

備
計

画
の

目
標

利
用

Ｐ
１

３
．

３
．

６
．

４
　

　
川

の
持

つ
自

然
的

空
間

を
何

人
も

平
等

に
享

受
出

来
る

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
出

来
る

だ
け

保
つ

こ
と
が

重
要

【
修

文
案

】
　

平
安

時
代

か
ら

都
市

の
広

場
と

し
て

役
割

を
果

た
し

て
き

た
鴨

川
は

、
現

在
も

な
お

都
市

の
良

好
な

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
、

年
間

3
0
0
万

も
の

人
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

引
き

続
き

、
利

用
者

が
安

心
で

快
適

に
利

用
で

き
、

川
の

持
つ

自
然

的
な

空
間

を
誰

で
も

が
享

受
で

き
る

よ
う
る

河
川

空
間

と
し

て
維

持
を

す
る

と
と

も
に

、
周

辺
史

跡
な

ど
の

情
報

発
信

等
を

行
い

適
正

な
利

用
の

拡
大

を
図

り
、

よ
り

一
層

親
し

ま
れ

る
川

を
め

ざ
す

。

1
3
4
 
河

川
整

備
の

実
施

整
備

区
間

Ｐ
１

６
．

４
．

１
．

３
　

　
荒

神
橋

上
流

域
で

流
下

能
力

の
低

い
地

点
を

調
査

、
検

討
と

記
さ

れ
て

い
る

が
順

位
的

に
も
下

流
域

と
同

等
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

以
上

に
整

備
さ

れ
る

べ
き

で
、

昨
今

の
よ

う
な

局
所

的
豪

雨
が

し
か

も
高

野
川

、
加

茂
川
域

で
降

れ
ば

破
堤

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
の

危
険

性
も

生
じ

る
。

（
再

説
明

）
　

流
下

能
力

及
び

河
川

の
形

態
（

築
堤

・
堀

込
）

で
優

先
度

を
決

定
し

て
い

る
。

　
高

野
川

は
堀

込
区

間
で

あ
り

引
き

続
き

検
討

、
鴨

川
の

出
町

よ
り

上
流

に
つ

い
て

は
、

整
備

計
画

目
標

規
模

に
対

し
て

は
、

流
下

能
力

は
ほ

ぼ
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
4
4
 
河

川
整

備
の

実
施

治
水

整
備

　
従

来
か

ら
治

水
整

備
の

主
流

は
、

河
道

内
で

の
整

備
で

し
た

が
、

今
は

流
域

対
応

が
よ

り
重

要
に

な
っ

て
き

て
い
ま

す
。

鴨
川

が
他

府
県

に
ま

た
が

り
、

上
下

流
の

地
域

的
な

利
益

・
不

利
益

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
問

題
点

を
抱

え
込

ん
で

い
る

川
で

な
い

の
は

周
知

の
事
で

あ
り

ま
す

。
　

源
流

か
ら

桂
川

ま
で

約
3
0
k
m
で

あ
り

、
し

か
も

山
間

部
と

市
街

と
が

明
確

で
あ

り
、

流
域

対
応

が
よ

り
重

要
で

あ
り
ま

す
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

府
市

が
強

調
し

、
流

域
の

土
地

利
用

規
制

を
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

柊
野

ダ
ム

上
流

域
の

山
林

荒
廃

、
上

賀
茂
・

西
賀

茂
地

域
の

住
宅

開
発

が
進

み
田

畑
が

減
少

し
都

市
化

さ
れ

、
雨

の
浸

透
機

能
が

極
端

に
落

ち
て

い
ま

す
。

昭
和

1
0
年

の
水

害
、

戦
後

最
大

の
昭

和
3
4
年

８
月

の
時

と
同

じ
よ

う
な

降
雨

量
で

あ
っ

た
て

も
、

ピ
ー

ク
流

量
の

到
達

時
間

は
極

端
に

早
く

な
り

、
水

害
の

危
険

性
は

当
時

の
費
で

は
な

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

特
に

局
地

的
豪

雨
が

心
配

さ
れ

る
昨

今
、

流
域

面
の

土
地

開
発

を
推

進
す

る
こ

と
は

非
常

に
危

険
と

思
わ

れ
ま
す

。
流

域
対

策
を

せ
ず

に
最

大
流

量
と

い
う

ハ
ー

ド
ル

の
数

値
設

定
す

る
こ

と
も

仕
方

の
な

い
こ

と
で

し
ょ

う
か

。
　

計
画

に
是

非
、

土
地

利
用

規
制

の
方

策
を

講
じ

て
下

さ
い

。

（
再

説
明

）
　

流
域

対
応

は
、

河
川

改
修

に
比

べ
効

果
は

小
さ

い
。

特
に

山
地

を
多

く
抱

え
る

鴨
川

で
は

、
さ

ら
に

効
果

は
小

さ
い

。
ま

た
、

鴨
川

の
治

水
安

全
度

は
、

大
都

市
河

川
と

し
て

は
非

常
に

低
く

、
一

定
の

器
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
な

お
、

健
全

な
水

循
環

と
し

て
、

流
域

の
水

涵
養

の
必

要
性

は
記

載
し

て
い

る
と

こ
ろ

。

1
5
4
 
河

川
整

備
の

実
施

学
校

教
育

Ｐ
１

６
．

４
．

１
．

４
　

　
歴

史
都

市
と

し
て

学
校

教
育

に
鴨

川
の

総
合

的
な

学
習

を
取

り
入

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

【
修

文
案

】
　

さ
ら

に
、

地
域

防
災

力
向

上
と

し
て

京
都

市
が

取
り

組
ん

で
い

る
地

下
施

設
の

防
災

対
策

強
化

の
推

進
や

防
災

訓
練

の
実

施
、

鴨
川

を
題

材
と

し
た

総
合

学
習

を
支

援
す

る
出

前
講

座
の

開
催

な
ど

で
連

携
強

化
を

図
る

。
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鴨
川

河
川

整
備

計
画

（
案

）
に

対
す

る
府

民
会

議
メ

ン
バ

ー
意

見
及

び
京

都
府

の
考

え
方

（
4
ペ

ー
ジ

）

分
類

意
見

の
概

要
意

見
（

趣
旨

）
京

都
府

の
考

え
方

(
案

)

1
6
5
 
中

州
・

寄
州

の
管

理
中

州
の

除
去

　
鴨

（
賀

茂
）

川
の

中
州

の
除

去
で

、
１

０
年

に
１

度
で

は
間

隔
が

長
す

ぎ
、

短
く

し
て

頂
き

た
い

と
提

案
さ

せ
て

頂
い

て
い
ま

す
が

、
せ

め
て

５
年

間
隔

で
の

除
去

と
し

て
頂

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
何

人
か

の
委

員
も

そ
う

云
っ

て
い

ま
す

。
　

又
中

州
の

除
去

で
四

条
等

の
街

中
は

全
面

除
去

と
な

っ
て

ま
す

が
、

西
賀

茂
橋

等
の

上
流

域
で

は
中

州
も

一
部

残
し

て
の
除

去
と

か
で

す
が

、
西

賀
茂

の
鴨

（
賀

茂
）

川
畔

に
住

み
、

毎
日

毎
時

、
賀

茂
川

を
眺

め
な

が
ら

生
活

し
て

い
る

住
民

に
と

っ
て

、
四

条
大
橋

近
辺

と
同

じ
様

に
川

幅
一

杯
の

せ
せ

ら
ぎ

の
清

流
と

し
、

差
別

な
く

、
西

賀
茂

橋
等

の
上

流
で

も
中

州
の

除
去

は
全

面
除

去
し

て
頂

き
た

い
。

川
の

生
物

云
々

と
も

云
わ

れ
ま

す
が

、
中

流
も

上
流

も
差

別
無

く
同

じ
様

に
考

え
て

頂
き

た
い

。
　

尚
渡

り
鳥

は
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
を

運
ん

で
く

る
危

険
性

が
あ

り
、

水
か

も
め

等
の

渡
り

鳥
を

賀
茂

川
で

見
か

け
る

と
、

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

の
恐

怖
を

感
じ

ま
す

の
で

、
渡

り
鳥

や
水

鳥
の

為
に

中
州

が
必

要
と

言
わ

れ
た

り
し

て
い

ま
す

が
、
中

州
を

全
面

除
去

し
、

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

を
仲

介
す

る
可

能
性

の
あ

る
渡

り
鳥

を
賀

茂
川

で
見

な
く

て
済

む
よ

う
に

な
り

安
心

出
来

る
よ

う
に

し
て

頂
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

（
試

行
的

管
理

の
中

で
検

討
）

　
中

州
に

つ
い

て
は

、
治

水
上

の
安

全
性

を
優

先
し

つ
つ

、
区

間
毎

に
方

針
を

決
め

管
理

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

る
。

　
治

水
面

で
余

裕
の

な
い

区
間

に
つ

い
て

は
、

土
砂

堆
積

が
認

め
ら

れ
次

第
、

河
床

整
正

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
　

流
下

能
力

の
あ

り
治

水
面

で
余

裕
の

あ
る

区
間

に
つ

い
て

は
、

河
床

の
自

然
撹

拌
な

ど
も

考
慮

し
て

、
環

境
へ

の
影

響
も

確
か

め
な

が
ら

、
実

施
方

法
を

検
討

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
る

。

1
7
5
 
中

州
・

寄
州

の
管

理
中

州
の

除
去

Ｐ
１

７
．

４
．

２
．

２
　

　
中

州
の

検
討

に
つ

い
て

は
、

い
わ

ゆ
る

水
陸

移
行

帯
と

称
さ

せ
る

ス
ペ

ー
ス

は
生

態
系

に
大

切
で

あ
り

除
去

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
し

な
い

。

（
再

説
明

、
試

行
的

管
理

の
中

で
検

討
）

【
理

由
】

　
河

床
整

正
の

範
囲

や
形

状
等

詳
細

に
つ

い
て

は
、

色
々

な
や

り
方

を
試

し
、

そ
の

効
果

や
環

境
等

へ
の

影
響

も
確

か
め

な
が

ら
よ

り
良

い
方

法
を

目
指

し
て

計
画

的
な

実
施

方
法

を
検

討
す

る
と

し
て

い
る

た
め

。

1
8
5
 
中

州
・

寄
州

の
管

理
中

州
の

除
去

（
中

州
対

策
は

、
ペ

ー
ス

を
早

め
て

い
た

だ
き

た
い

）
　

計
画

の
中

洲
対

策
は

、
現

状
に

か
ん

が
み

、
大

都
市

河
川

の
「

鴨
川

」
に

と
っ

て
誠

に
適

切
と

思
い

ま
す

。
（

治
水

第
一

、
つ

い
で

景
観

。
野

鳥
は

、
山

川
あ

ら
ゆ

る
所

に
生

息
し

ま
す

。
）

　
上

流
域

（
二

条
大

橋
以

北
）

に
関

し
て

は
、

治
水

・
景

観
・

住
民

の
信

頼
感

等
か

ら
実

施
を

「
期

間
1
0
年

」
の

ペ
ー

ス
を

短
縮

い
た

だ
い

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
（

特
に

、
上

流
域

は
、

一
度

の
大

雨
で

も
水

流
、

水
深

が
か

わ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

水
深

の
浅

さ
の

弊
害

の
懸

念
は

不
要
と

お
も

わ
れ

ま
す

。
）

（
試

行
的

管
理

の
中

で
検

討
）

　
中

州
に

つ
い

て
は

、
治

水
上

の
安

全
性

を
優

先
し

つ
つ

、
区

間
毎

に
方

針
を

決
め

管
理

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

る
。

　
治

水
面

で
余

裕
の

な
い

区
間

に
つ

い
て

は
、

土
砂

堆
積

が
認

め
ら

れ
次

第
、

河
床

整
正

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
　

流
下

能
力

の
あ

り
治

水
面

で
余

裕
の

あ
る

区
間

に
つ

い
て

は
、

河
床

の
自

然
撹

拌
な

ど
も

考
慮

し
て

、
環

境
へ

の
影

響
も

確
か

め
な

が
ら

、
実

施
方

法
を

検
討

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
る

。

1
9
6
 
鴨

川
の

概
要

鳥
獣

保
護

Ｐ
１

．
１

．
１

．
１

　
　

　
ま

た
、

平
成

9
年

、
京

都
府

で
は

鴨
川

の
生

態
系

に
関

わ
る

環
境

保
全

を
目

的
に

、
鴨

川
の
２

５
７

ｈ
ａ

を
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

「
鴨

川
鳥

獣
保

護
区

」
に

し
て

い
し

て
い

る
。

【
修

文
案

】
中

流
域

は
、

歴
史

文
化

都
市

京
都

の
中

心
市

街
地

を
抱

え
、

都
市

中
枢

機
能

が
集

中
し

、
人

口
・

資
産

並
び

に
歴

史
・

文
化

的
遺

産
が

集
積

す
る

重
要

な
地

域
で

あ
る

。
ま

た
、

平
成

9
年

に
は

、
鴨

川
の

鳥
獣

保
護

を
目

的
に

2
5
7
h
a
が

「
鴨

川
鳥

獣
保

護
区

」
指

定
さ

れ
て

い
る

。

2
0
7
 
情

報
発

信
情

報
発

信

（
府

市
民

の
協

力
と

当
局

の
P
R
、

さ
ら

に
国

内
外

へ
の

発
信

）
　

府
市

民
（

本
・

支
流

域
を

中
心

と
し

て
、

さ
ら

に
広

く
）

の
協

力
、

共
感

が
必

須
で

す
。

諸
対

策
の

実
行

に
よ

っ
て

、
そ

れ
は

徐
々

に
浸

透
す

る
で

し
ょ

う
が

、
計

画
案

段
階

か
ら

の
広

報
が

ぜ
ひ

と
も

必
要

で
す

。
大

局
論

と
と

も
に

、
府

市
民

の
日

常
生

活
上

か
ら

も
鴨

川
に

親
し

む
機

運
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
必

要
と

思
わ

れ
ま

す
。

　
「

世
界

遺
産

登
録

」
と

い
っ

た
ス

ロ
ー

ガ
ン

な
ど

も
府

市
民

へ
意

識
高

揚
に

つ
な

が
る

で
し

ょ
う

し
、

「
ご

み
を

捨
て

な
い
」

と
い

っ
た

地
道

な
「

鴨
川

へ
の

想
い

」
を

集
約

し
て

国
内

外
へ

の
発

信
が

望
ま

れ
ま

す
。

（
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

具
体

化
の

中
で

検
討

）
　

鴨
川

に
お

け
る

自
然

環
境

等
の

あ
る

べ
き

姿
の

構
築

の
中

で
、

議
論

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
る

。
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